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自傷 ・他害の欲求と経験 に関する臨床心理学的研究
石 光 美 紀
【要 旨】
本研究の目的は、自傷 ・他害の形成過程について、親子関係及び心理的要因に焦点を当てて調査 ・検討すること
である。自傷 ・他害は、その方向性が大きく異なるとはいえ、いずれも 「生命を傷つける」という点で共通 してお
り、そういった現象の背後には 「生」に対時する 「死」への力が働いていることが推測される。そこで、EFromm
(1965)の「生への愛好(バ イオフィリア)・死への愛好(ネ クロフィリア)」の概念に注目し、彼の記述に基づい
てバイオフィリア・ネクロフィリア尺度(BP・NP尺度)を 作成 した。さらに、質問紙法を用いてBP・NPと親子関係
及び自傷 ・他害 との関連を検討 した。その結果、自傷 と他害の間には正の相関があり、それらは相補的な関係にあ
るのではなく同時に存在する傾向にあると考えられた。さらに、両親の情緒的支持が低 く統制が強い場合、つまり
両親が処罰的 ・支配的で愛情に欠けている場合、子どものネクロフィラスな傾向が強まり、自傷 ・他害に至る可能
性が高いことが明らかとなった。また、両親の情緒的支持は子供のバイオフィラスな傾向を育て、そのような子供
には自傷 ・他害の発生が少ないこともわかった。以上より、臨床的には、クライエン トが情緒的支持や暖かさを感
じられるような母性的ケアを中心 とすることが自傷 ・他害の治療に有効であることが示唆された。
1.は じめに
人はその人生の中で、誰か を傷つけ、 また誰かに傷つけられなが ら生 きている。そ して、 さらには自分
自身を傷つけることもある。受けた傷の多い人にとっては、人生は苦痛 と不信 に満ちた苦い旅となり得る
し、またそれが癒 された と感 じる経験があれば、再び人生を信頼 し直す ことがで きるのか もしれない。心
の病に悩む人々の多 くは過去 に何 らかの形で傷ついた経験を持ってお り、時 にはその経験が人生 を支配す
るほどの影響力を持つ場合もある。そうすると、傷つけた り傷つけ られた りする経験 は人生の中で非常に
重要な出来事であ り、人を理解す る上で も、他者か ら受けた傷、他者 に与えた傷 について関心を寄せ るこ
とは不可欠なものであると思われる。
それでは、 どうして人は他者や自分 を傷つけるのであろ うか。傷つける力の大小や方向性 は個人によっ
て明 らかに異 なっている。そ うした違 いは どこから生 じるのであろうか。他者に対 してひどく傷つける傾
向のある人 もいれば、 自分自身を自らの手で傷つける人 もいる。 しか し、これ ら自傷 ・他害 は心 と身体 を
含 めた 「生命」を傷つける とい う点で類似 してお り、いずれも 「生」 と 「死」の問題 に深 く関わρている
ように思われる。
それでは、同じ 「生命 を傷つける」行為であっても、自傷 と他害でその対象が異 なるのは何故であろう
か。 これまで自傷 と他害 を関連付 けた実証的な研究 はなされてお らず、一般的に他害が反転 して 自傷に至
る と言 われている過程 について も明 らかにされていない。そこで、本研究では自傷 ・他害の類似点 と相違
点について検討 し、両者の形成過程 を探索することを目的 とする。また、特 に自己保存 と矛盾するごとく
に思われる自傷の発症 について考察を深めたい。
2.自傷 ・他害の臨床的特徴と形成要因
1)定 義 と種 類
まず、自傷 とは自己の肉体の一部 を傷 つける行為であると定義付け られている。自殺企図を始めとして、
手首、顔面、胸部、陰部 など傷つける行為があ り、Lesch・Nyhan症候群では、 自分の口唇、口腔粘膜、舌、
指先 などを噛み取 る特異な 自傷行為(自 咬行為)が み られ る。 トリコチロマニア(抜 毛癖)も 一種の 自傷
と言 えよう。知的障害では、 自分 で自分の頭を叩 く、皮膚 を掻 きむ しる、頭を壁やコンクリー トの床 にぶ
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つける、 などが見 られるし、自閉症で も自傷が散見 され る。小児期 に発症する習癖異常(habitdisorder)
の中にも、打頭、叩頭、 目や肛 門を突 く、皮膚をつついたり掻 きむしる、な どがある。 また、飲酒や喫煙
な どの健康を損なう危険性の高 い嗜虐行動は広 い意味での自傷行為 と考えることがで きよう。本研究では、
従来の自傷の定義 を筆者な りに発展 させ、「自らの生命や身体 を傷つける、 または自らの生命や身体 を危
険にさらす行為」 をもって、自傷の定義 とする。
次 に、他害についてであるが、これは他者 の生命や身体に故意に危害 を加 える行為 とい うことがで きる。
犯罪や非行 に関するものの多 くが当てはまるが、例 えば、暴行、傷害、強姦、殺人 などは直接的に他者の
身体や心 を深 く傷つけるものである。暴走、放火、盗み、器物破損 などは、間接的 に他者に被害を与える
ものとして他害の類 に含められる し、グループの一員に対する無視、言葉の暴力などは、故意の上で他者
を心理的 に傷つけることから他害 に属する と考えられる。 さらに、動物い じめや動物殺 しは、人間ではな
く動物を対象 としているが、攻撃が 自己ではなく他の生命に対 して向けられたもので、他害の一種である
と言 うこ とがで きよう。そこで本研究では、他害 を広義 に捉 え、「心理的 ・身体的 に他者 または他 の生命
を傷つける行為」 として定義する。
2)形 成 要因
自傷・他害 の形成に関 しては、社会 ・環境 的要因、生物学的要因、心理学的要因など、様々な要因が存
在するが、本研究では特 に親子関係による要因 と心理 的要因の二側面 に焦点 を当て、まとめることにする。
◆親子関係 による要因
まず、 自傷の子供 に見 られる親子関係 について述べてみたい。手首 自傷者の親子関係 については、安 岡
(1996)が「過去 に見捨て られた体験や拒否、剥奪、排斥がみ られ、幼少期 より母親 との関係 が不安定で
あったことが多い」 と述べている。また、堤(1994)も、手首 自傷の症例 に共通する もの として、1)幼
少時にある程度の愛情剥奪体験があること、2)幼少時に親か らの愛情 を受けるこ とを自ら禁 じた生活 を
余儀 なくされてきたこと、を挙げている。 自傷的な習癖異常のうち、特 に抜毛癖は、愛情喪失 という母子
関係の基本的なつなが りの障害であ り、幼児期の母子関係が何 らかの理由で情動剥奪の状態にされたこと
か ら起因すると言 われている(塚 本,1981)。また、大原(1990)は、教師が子供 たちに厳 しい姿勢 をと
ると、子供たちはおとな しくなるが、心 身症 や神経症が多 くな り、自殺 も頻発するようになる、 と指摘 し
ている。
他害 と親子 関係 については、我が国の法務省特別調査(1976)の結果では、非行少年の親の養育態度 の
大半 は放任であ り、溺愛 ・過保護及び厳格・過干渉がこれに次いでいる。最近の研究では、非行少年の男子
では愛情供給 的な両親像 に乏 しく、女子では操作 ・侵 入的な両親像が強い という指摘 があ り(辻井 ・中島,
1995)、家庭への感情 、しつけへ の反応 として、「親から愛 されていない」、「親が厳 しす ぎる」など、愛情
の不足 と厳格過 ぎることが中高生の非行群の答えに多い という調査結果 もある(麦 島,1990)。
以上、自傷 ・他害の行為者 とその親子 関係 についての特徴 をまとめる と、概ね支配的、攻撃的、拒否的
な母親像 と、影の薄い父親像 が浮かんで くる。愛情剥奪 という点では自傷 ・他害における両親のイメージ
は類似 しているが、他害者における両親の方がよ り攻撃的で支配的であると言えよう。親の子供 に対する
態度が情緒的支持や愛情 に欠けていると、子供 は基本的な信頼感や安定感 を得 ることがで きず、一方で絶
えず空虚感や不安、緊張を抱 くようにな り、そこか ら逃れ ようとして自傷 に至ると考えることがで きる。
また、拒否的で攻撃的な両親に育てられた子供は、両親 を代表 とする他者に対 して、意識 ・無意識的に深
い憎悪や怒 りの感情、欲求不満 を蓄積 させ、その攻撃衝動が様 々な他害、すなわち近親者を始め とする他
者 を傷つける行為を引 き起 こす要因となることが推察で きるであろう。
◆心理的要因
自傷をする者 に共通する心理的要因をまとめると、以下のような ものがある。それ らは、1)孤独であ
ること、2)未 熟で情緒が不安定、3)葛藤や欲求不満に対する耐性が低い、4)被害的かつ攻撃的 となり
やす く、それが外に向かうと破壊的行動、内に向かうと抑 うつ及 び自己破壊行動 となる、等の特徴である。
この ように、対象喪失 を起 こしやす く、 しか も攻撃性 を内外 にあらわ しやすい人が増 えてい ることが、 自
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己破壊性への親和性 と傾斜が高 まっていることの要因 と思われるのである。
非行の心理的要因につい ては、井上(1980)が、 「精神薄弱1)、精神病(分 裂病、てんかん、躁状態 な
ど)、精神病質」を挙げている。また石川(1991)は、家庭内暴力を発症する少年の性格 について、「幼児
か らいわゆる良い子で第一反抗期が見 られず、人に気遣 う優 しい子 と見 られる。その反面、内心 は小心、
過敏で不全感 を抱 き、完全癖 や強迫的傾 向が強 く、物事に拘泥 しやす く、柔軟性 に乏 しい。 その上、わが
ままで 自己主張が強 く、情緒 的に未熟で忍耐力が弱い という 『幼児的心性』 を持つ」 と指摘 している。以
上のように、他害の行為者 に共通する心性 として、耐性の弱 さや社交性 のなさ、 自己中心性 に現れる未熟
性、欲求不満や不全感の蓄積な どが挙 げられ る。 なお、 これら他害の心理的要因が、先に述べた自傷 のそ
れと似通 っていることからも、 自傷 ・他害の現象の背後 に何 らかの共通項が存在す ることが推測 される。
3)治療
手首自傷者に対 して、安岡は、「治療関係の確立が困難である。治療への動機があいまいで、治療者と
の共同作業ができにくく、 しかも衝動的破壊行為を起こしやすい。難治例ほど、厳 しくて支配的で神経症
的な母親と、無力で影の薄い父親という家族特徴が見られる。治療は、基本的には支持的精神療法を中心
に、薬物療法なども併用し行 うが、おおむね予後は良いものが多 く、ほとんどの症例では自傷行為が止ん
でいる」と述べている。
犯罪者 ・非行少年においては、治療開始前に治療者に対 し不満 ・反感 ・攻撃 ・ひがみなどの感情態度を
持っているため、治療関係に入ることを拒否していることが多い。治療者 も、過度の同情 ・共感、あるい
は政治的同一化 ・非難 ・軽蔑 ・指導教訓的態度などを持ちやすい。このように、非行においては治療関係
に入る以前から転移と逆転移が存在 し、強度に持続することが特徴である。また、治療の技法について石
川は、①少年と一対一で面接する、②治療者が少年に丁寧に話 しかける、③緊張をほぐす、④医学的診察
と治療を行う、⑤家族と協力する、という点を挙げている。本人が治療を固く拒否している場合は、親と
の面接から開始されることが多 く、石川は 「親を通 じて本人の治療へ進展 して行 く方法」を多数例に対 し
て試み、好結果を得たとしている。
要するに、自傷・他害を含めた子供の問題は家族全体や家族相互の関係の中に潜んでいる問題の現れで
あり、子供の治療は家族全体で取り組む必要があると考える研究者は多い。しかし、親子の問題が原因で
自傷 ・他害を犯すに至ったという理解はおそらく間違っていないだろうが、親を 「悪者」にして終わるこ
とが多 く、いたずらに自体を硬直させてしまうという危険もある。したがって、治療にあたっては、自
傷 ・他害の背景にある親子関係の葛藤、またそれらが訴えかけてくるテーマを読み取って行くことが要と
なってくるのではないだろうか。
3.自 傷・他害 の心理 とバイオ フィリア・ネ クロフ ィリア
1)生 命 を傷 つ ける力
◆ 自傷の心理 ・他害の心理
自傷者に共通する心理 と して、片時 も満た される ことのない 「虚無感」や 「孤独感」、 自分 は何 の役に
も立たないという 「無力感」、 自己の存在その ものに対す る 「不確か さ」があると考え られる。 自傷者は、
自傷 を行 うことによってかろ うじて自己の存在 を確認 し、コン トロール して一時的な安心を得ているので
あろう。自傷の心理の背後には憎 しみや怒 りもまた隠されている。牛島(1979)は、手首 自傷 と家庭内暴
力は しば しば混在 してお り、両者には共通 した精神力動があ るのではないかと推察 している。筆者は、 自
分を見捨 てた他者に対する強烈 な怒 りと、それを表現することによって さらに見捨て られることへの恐怖
の葛藤の中で、自傷が生 じるのではないかと考 えている。自傷には、母親(を 代表 とす る他者)を 憎 んで
いる自分 を罰するとい う意味 と、 自分 を傷つけることで間接的に他者 を傷つ けるという意味があるのでは
ないだろうか。いずれに して も、 自傷は救い ようのない虚無感や怒 りか ら一時で も自らを解 き放つことの
で きる究極的手段 であ り、魂の 「叫び」であると言 えよう。
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一方、殺人者 は、事実であるか否かは別 として、他者が常 に自己の存在 を認 めず、侮辱 しつづ けている
と感 じている。彼 らは極度 に自尊心が強いために、自分を無視 し、軽蔑 している他 者を、人間ではな く虫
けらや野菜 といった取 るに足 らない 「物」 と思 い込み、 自分の犯行 を正当化 しようとする。 しか し、別の
言い方 をする と、彼 らの犯行は、 自己の存在を認め られない人間、また、自己を表現する手段 や機会を持
たない人間が選 んだ、 自己の存在を確認する最 も劣悪な手段であると言 えよう。
◆ 自傷 ・他害の類似点
先 に、自傷 ・他害の心理 について述べたが、両者の間には幾つかの類似点が挙げ られる。それは、まず、
① 自己の存在の虚無化であり、 自己の存在が抹消 されかけているということ、② 自分 を拒否 した他者に対
して強烈な怒 りや憎 しみを蓄積 させていること、③ 自分や他者の 「生命」や 「存在」をコントロール した
い という強い欲求 を感 じていること、④ 自傷 ・他害 を行 うことには 「自己の存在 を確認する」 という意味
が含 まれていること、が挙げ られるだろう。自傷 ・他害 を行 う者は、自己や他者の生命 を傷つけ、危険 に
さらし、破壊 して、それを 「死」に近づける ことによって、逆に自己の 「生」や 「力」 を確認 しているか
の ようである。つ まり、 自傷 ・他害は、自他の違いはあるが、いずれ も 「生命」 に対 して加 えられる 「暴
力的 ・破壊的行為」 であ り、 もっ と言えば、「生 を抹殺する行為」であると言 うことがで きるかもしれな
い。そこで、筆者はその ような自傷 ・他害の性 向が、次に述べる 『ネクロフィリア』の性 向に極 めて近い
ものではないかと思い至った。
2)バ イオ フィ リア ・ネク ロフ ィリア
これまで見たように、 自傷 ・他害は両者 とも生 と死 の問題 に深 く関わっている と思われる。それらは自
己及び他者の生命 を傷つけ、あたか も死 と戯れてい るかの ように見 えるが、一方で は自己の存在の確認の
ような生への執着 とも言 える心理が見出 され る。自傷 ・他害 の心理の背景には生 と死の葛藤が絶えず見 え
隠れ している。そ こで、本研究ではEFrommの「生への愛好(バ イオフィリア)と 死への愛好(ネ クロフ
ィリア)」の理論 を取 り上げ、特にネクロフィリアが自傷 ・他害の背後 に共通する心性 であるという仮定
に基づいて論 を進めたいと思 う。
◆ネ クロフィリア
E.Frommは、その著書TheHe賦ofMan「悪 について」(1965)の中で、生 に対抗 して向け られ重症の精
神病の核心 とな り、真の悪の本質 とも言 うべ き性向の一つ としてネクロフィリア(死 へ の愛好)を 挙げて
いる。この用語は一般的には性的倒錯の一種である屍体愛好 を表す。そこで、Frommはネクロフィリアの
概念 を発展 させ 「生 を憎み死 を愛好する」 と定義 して、ネクロフィラスな人間を記述 しているが、筆者な
りにその特徴 をまとめる と以下の ようになる。ネクロフ ィラスな人の特徴は力 に対するその人の姿勢であ
り、その力 とは人間を屍体に変貌 させる能力 である。死 を愛好する者は必然的に力を愛好 し、殺 し得 る力
と、殺す ことに喜びを感ずる気持 ちを持っている。彼の最大の目的は生を破壊することである。彼 はまた、
生長 しない ものや機械的なものをすべて愛する。そ して、有機体 を無機体 に変貌 し、生 きているものを物
体であるかの ように機械的に接 したい とい う欲望に駆 られる。あ らゆる生命過程、感情、思考はすべて物
体 に変貌 される。彼は支配を愛 し、支配 しようとして生を抹殺する。生を統御 し得 るもの とす るためには、
生は死に変貌 されねばな らない。ネクロフィラスな人はまた、暗闇と夜に魅了され、子宮の暗闇、さらに
は無生物的 ・動物的な存在の過去に戻ろうとす る。そして、機械装置 を生命 を持つ もの よりも愛する。人
間に接する態度 は知的 ・抽象的である。物体 としての人々、即 ちその人たちの共有財産、大衆行動の統計
的法則などに関心を持ち、生 きた個人に対 しては関心 を持たない。それ故、機械的なものに魅せ られて生
に無関心 とな り、遂 には死 と全面的な破壊 に惹かれ るようになるのである。
以上、ネクロフィリアの特徴 を一言で表すと、殺害の願望、力の崇拝、死 と汚物 とサディズムへの執着、
秩序 によって生物 を無生物に変貌 したい願望、破壊 を愛する性向と言うことがで きる。Frommは、子供が
ネクロフィラスな傾向を発達 させる条件 として、死 を愛好する人々の間に育つ、激励の欠如、激 しい驚 き
と人生を紋切 り型に し、 くそ面白 くなくする諸条件、端 的にかつ人間的関係によ り決定 されない機械的 な
秩序 などを列記 している。
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◆バイオフィりア
Frommは、先のネクロフィリアに対 してバイオフィラスな傾向について も記述 してお り、それを筆者 な
りにまとめると、以下のようになる。バ イオフィリアの本質は死を愛するものとは対照的に生 を愛するこ
とである。深 く生 を愛す る人は、あらゆる所 に見 られる生 と生長の過程 に惹 きつけ られる。彼が形成 し、
影響 をしたいと思うのは、愛情、理性、 自らの範によってであって、力で もな く、物を寸断 した り、官僚
的態度で人間を物体のごとく支配することによってではない。彼 は生命 と生命現象すべてに喜びを見出す。
また、Frommはバイオフィラス な傾 向が育つ条件 として、 「最 も重要 な条件はその子供が生 を愛好す る
人々とともに在 るとい うこと」 と述べ、「生 を愛好す ることは死を愛好することと同 じように伝染 しやす
い」 としている。彼に よると、思想よ りも身振 りで、言葉 よりも声の調子でそれは表現 される。そ して、
「幼児期 に常 に他の人たちの暖かい愛情に触れること、 自由であること、脅威のないこと、説教 よりは実
例によって内的な調和 と強 さを導 く原理 を教 え込むこと、生 きる術の指導、他人に激励 され、それに反応
すること、本当に楽 しい生活の方法」を挙げて、バイオフィラスな傾向の発達 に特 に必要な条件であると
している。
以上、バイオフィリア とネクロフィリアの特徴について記述 して きたが、Frommは次 のように も述べて
いる。大抵の人は両者を併せ持 ってお り、大切なのはこの二つの傾向の うち、どちらが優勢であるか とい
うことである。ネクロフ ィラスな傾向が優位 を占める人 々は次第に自己に内在するバイオフィラスな側面
を殺 してい く。彼 らは自分のネクロフィラスな傾向に気づかず、 自分の心 を硬化 させて、自らの死への愛
好を経験 に即 した論理的かつ合理的反応であるかのごとく考 え行動する。つま り、その人が 自らのネクロ
フィラスな傾 向をどの程度意識 しているかを理解することが大切である。
◆自傷・他害 との関係
筆者は、 これらのFrommの記述にあるネクロフィラスな傾 向こそが、まさに自傷 ・他害の背景 となる心
性ではないか と推察する。自傷 ・他害の現象は、両者 とも 「生命 を傷 つけ、破壊 する」行為だか らである。
自傷 ・他害が行われる心理の背後 には、少 なからず 「生命 を抹殺 し無機物 に変貌 させ る」 ネクロフィラス
な傾向が発達 しているのではないだろうか。 さらに筆者 は、増大 したネクロフィラスな傾向 と僅かに残 さ
れたバイオフィラスな傾 向の混在 した中で、 自傷 ・他害が発生するのではないかと考 える。なぜなら、 自
傷 ・他害を行 う者においては、自らの存在は虚無化 し、その行為は自分や他者を 「死」 に近づける もだか
らである。また、他害においては、人間はあたか も生命 を持たない 「物」であるかの ように扱 われている。
これらの心的状態はネクロフィラスな傾向と非常によ く似ている。彼 らは、 自分の存在 を認めない現実や
自分を拒否 している他者に対 して強烈 な怒 りを覚 え、何 の役 に も立たない自分や、自分 を軽蔑 した他者 を
抹殺 しようとしているとも言 える。そ して、崩壊寸前 まで希薄化 した自己の存在 を、自傷 ・他害 を行 うこ
とによって確認 しようとしているのではないだろうか。それ らの 自己確認は生への執着であ り、彼 らは自
傷 ・他害 を行 っている時にのみ、「生 き生 きとした」感情 を体験で きるかの ようである。そ こではバ イオ
フィラス な傾向が元来の性 向から変形 され、縮小 ・歪 曲化 された形 となって現れているのかもしれない。
いずれにしろ、自傷 ・他害の傾向にある者はネクロフィラスな傾向が極端に毘大 してお り、反対 にバイオ
フィラスな傾向が倭小化 されている可能性が高いと考 えられる。 よって、本調査では これらを実証するべ
く、Frommの記述に基づいて 「バ イオフィリア ・ネクロフィリア尺度(以 下、BP・NP尺度 と略記)」を作
成 し、自傷 ・他害 との関係 を検討することにした。
4.質問紙調査の概要
1)目 的
筆者(2000)はE.Frommの記述 と先行研 究に基づいてBP・NP尺度原版 を作成 した。因子分析によって、
BPの下位尺度に 「生命感の充実 ・希望」、「連帯感」、「自然 的共生」 が、NPの下位尺度 に 「生命感の喪
失 ・絶望」、「断絶感」、「機械的支配」の因子が見 出された。本調査では、新たな項 目を追加 して因子決定
を行い、尺度の完成を目指 した。そ して、自傷 ・他害の欲求及び経験 の実態調査 を実施 し、自傷 ・他害 、
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親子関係 の認知、BP・NPの、それぞれの関係を明 らかにす るこ とを試みた。
2)調 査対象 と調査 時期
18才以上の青年308名(男性122名・女性186名、平均 年齢21.75歳)に、1999年9月～11月に集団で実施
した。
3)方 法 ・質 問紙の構成
辻岡 ・小高(1994)の親子関係(EICA>診断尺度(全24項目 ・5件法)
BP・NP尺度(BP尺度25項目+NP尺度25項目の計50項目 ・4件法)
自傷欲求 ・自傷経験 ・他害欲求 ・他害経験 についての質問項 目(軽 度～重度 ・各20項目 ・4件法)
項 目例)軽 度自傷:痛 みを感 じるほど爪 を噛む 重度 自傷:自 殺企図
軽度他害:同 級生 を仲 間外 れにする 重度他害:暴 行
5.結果 と考察
1)尺 度の作成 ・修 正
予備調査で改訂 した親子 関係診断尺度(EICA)成人版 は、因子分析の結果、従来通 り、情緒的支持、
自律性尊重、同一化、統制の四つの因子が抽 出された。信頼係数 はいずれの因子 も0.80以上であった。各
尺度 の合計点 と尺度 内の項 目の相関係数は概ね0.7～0.8であ り、いずれ も1%水準で有意であった。 したが
って、「EICA尺度 ・成人版」は、信頼性 と内的整合性の保 たれていることが検証 された。
筆者(2000)が作成 したBP・NP尺度原版は、BP尺度 とNP尺度の二次元的 な尺度であるので、両尺度に
ついて再 び下位 因子 を決定 し、信頼性及び内的整合性を検討することに した。まず、BP尺度の下位因子
を決定するため、主成分分析 を行 ったところ、三因子解が最 も統一 した解釈 が可能になった(Table1)。
信頼係数 はα=0.89であ り、尺度全体 に高い信頼性が得 られた。項 目の内容を検討 しそみると、第一因子
は 「生命感の充実 ・希望」、第二因子は 「自然 的共生」、第三因子は 「連帯感」 と、予備調査 におけるBP
尺度原版の3つの下位尺度 の概念に適合 した。これ ら3つの下位尺度ををまとめた21項目を、「BP尺度」 と
した。次に、NP尺度の主成分分析 を行 ったところ、三因子解が最 も統一 した解釈が可能になった(Table2)。
信頼係数は α=0.90であ り、尺度全体 に高い信頼性が得 られた。項 目の内容 を検討 してみると、第一因子
は 「生命感の喪失 ・絶望」、第二 因子は 「断絶感」、第三因子は 「機械的支配」 と、予備調査におけるNP尺
度原版の3つの下位尺度の概念 に適合 した。 これら3つの下位尺度 ををまとめた21項目を、「NP尺度」 とし
た。なお、BP尺度 とNP尺度、及びそれぞれの下位尺度の間の相 関をみると、BPとNPの間には0.61の負の
相 関があ り、1%水 準で有意であった。 また、「生命感の充実 ・希望」 と 「生命感 の喪失 ・絶望」 の間 に
0.67の負の相関、「連帯感」 と 「断絶感」の間に0.60の負の相 関があ り、いずれも1%水準で有意であった。
このことは予備調査の結果 とも合致 している。 これらのBP尺度 とNP尺度をまとめて 「BP・NP尺度」 と呼
ぶことにする。
T8blelBP尺度 の 主 成 分 分 析 結 果
BP尺度 F1 F2 F3
第一 因子 生命感 の充 実 ・希 望
43.自分 の生 き る力 を信 じてい る O.77
49泊分 は活 力 に満 ちて い る と思 う(他7) 0.73
第二 因子 自然 的共 生
35.生き物 や 自然 と接 す る こ と に幸せ を感 じる 0.78
17,生きてい る動 物 に親 しみ を感 じ、 可 愛 が る(他6) 0.75
第 三因子 連 帯感
27,思いや 考 え を率 直に 話す こ との で きる相 手 が い る 0.78
3.心が通 じ合 ってい る と思 え る相手 が い る(他2) 0.78
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TaUo2NP尺度 の主 成 分分 析 結果
NP尺度 F1 F2 F3
第 一 因子 生 命感 の喪 失 ・絶 望
32.生き てい る こ とは苦 痛 で しか な い と思 う 0.73
8.自分 には生 きてい く自信 が な い(他8) 0.73
纂二因子 断絶感
22誰に対 して も心か ら打 ち飾 け て話 す こ とが で きな い 0.78
16誰と何 を話 してい て も心 か ら楽 しい と感 じ られ な い(他4) 0.68
第 三 因子 機 械的 支 配
42.人を 自分 の 意 思 に従 わ せ る こ とが で き れ ば 非 常 に満 足 す る 0.80
6.権力で人 を動 か してみ た い と思 う(他3) 0.76
2)自 傷 ・他 害 の相関
自傷欲求 と他害欲求、自傷経験 と他害経験 はともに正の相関 を持 ち、相関係数はそれぞれ0。61、0.42で、
いずれ も1%水 準 で有意であった。このことは、自傷傾向の高い者 は他害傾向 も高 く、特 に欲求のレベル
においては両者が相互に関係 しあっている ことを示 している。 これは、先 に述べた自傷と他害のオーバー
ラップを実証 している。 また、 自傷欲求 と自傷経験の間に0.73、他害欲求 と他害経験の間に0.65とい う高
い正の相関があ り、いずれ も1%水準で有意であった。 よって、 自傷 ・他害 ともに、欲求 を持つ者が行為
に至る可能性が非常 に高いことがわかった。逆に、行為 に至 る前に自己の欲求 を意識 している者が多いと
いうことであろ う。
3)親 子 関係 と自傷 ・他害 との 関係
EICA尺度の下位尺度 と自傷 ・他害 との関係 を検討するため、全被験者 を下位尺度の得点の平均値で分
別 し、高群 と低群 の自傷欲求 ・自傷経験 ・他害欲求 ・他害経験 における平均 値の差をT検定で比較 した。
◆母親の養育態度 との関係
情緒的支持 における高群は低群 よ りも、他 害欲求得点及び他害経験得点が有意に低かった(他 害欲求
F=14.34,p<0.Ol,他害経験F=6.21,p<0.01)(Figure1)。統制 においては、高群が低群 よりも、 自傷欲求、
他害欲求、他害経験の得点が有意に高かった(自 傷欲求F=5.39,p<0.05,他害欲求F=5.28,p<0.05,他害
経験F=0.16,p<0.05)(Figure2)。以上 より、母親の情緒的 なサポー トを受 けていると感 じている者は他害
欲求、他害経験が少な く、母親の情緒 的支持が子供の他害を低める ものであることがわかる。子供が何 ら
かのス トレス状況 にある時、じっ くりと話を聞いてくれる母親がいる と、子供 は情緒的な安定 を取 り戻 し、
他者に対 してアグレッシ ョンを感 じることも少ないのであろう。逆 に、母親の情緒的支持が欠如 している
場合は、子供は愛情 に対 して欲求不満を募 らせ、そのはけ口と して他者に対す る攻撃性 を強めるのではな
いか と思われる。また、統制の強い母親 を持つ者はそ うでない者 よりも自傷欲求、他害欲求、他 害経験の
得点が高い。母親 の支配や過干渉は子供 にとってある種の攻撃 として認知 され、攻撃 された子供はその復
讐 として、自他に対するアグレッションを高めるのであろう。
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Figure1母親 の 情 緒 的 支持 と 自傷 ・他 害 との 関係
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Figure2母親 の統 制 と 自傷 ・他 害 との 関係
◆ 父親の養育態度 との関係
統制の因子における高群は低群 よりも自傷欲求、自傷経験、他害欲求の得点が有意 に高かった(自 傷欲
求F=0.67,p<0.05自傷経験F=2.36,pく0.05他害欲求F=4.42,p<0.05)。父親の支配が強いと、母親の場
合 と同様 に子供はそれ を攻撃 と認知 し、自他 に対するアグレッションを高めるのではないだろうか。 この
ことか ら、主に、両親の統制は自傷 ・他害の傾向 を高めるということがわかった。両親の過干渉や支配的
な言動は子供への攻撃 として受 け取 られ、子供 に恨みや復讐心が起って、それが 自傷 ・害傾向に発展する
と考えられる。また、情緒的支持の高い母親を持つ子供は、不必要にス トレスを感 じた りアグ レッシ ョン
を高めた りすることな く、 したがって 自傷 ・他害の傾 向を持つ ことも少ないものと思 われる。
4)親 子関係 とバ イオ フィ リア ・ネク ロフ ィリア との関係
EICA尺度の下位尺度 と、BP・NP傾向との関係 を検討するため、全被験者 をEICA尺度の下位尺度の得
点 の平均値で高群 と低群に分別 し、BP尺度 と3つの下位尺度、NP尺度 と3つの下位尺度 における平均値の
差 をT検定で比較 した。
◆母親の養育態度 との関係
情緒的支持 における高群 は低群 よりも有意にBP得点が高 く、NP得点が低かった(BP:F=0.71,p<0.01
NP:F=0.85,p<0.Ol)(Figure3)。下位因子別 に見 ると、情緒 的支持の高群が低群 よりも、BPでは 「連帯
感」、「自然的共生」 の得点が高 く(連 帯感:F=0.22,p<0.Ol自然的共生:F=L68,p<0.Ol)、NPでは
「生命感 の喪失 ・絶望」、 「断絶感」、「機械 的支配」の得点が有意 に低か った(生 命感 の喪失 ・絶 望:
F=1.84,p〈0.05断絶感:F=0.10,p<0。Ol機械的支配:Fニ1.35,p〈0.Ol)。以上 より、母親の情緒的支持
が、子供のバイオフィラスな傾向を高め、逆にネクロフィラスな傾向を弱 めることがわかった。母親が子
供 の話 をじっくり聞いたり、理解 を示 した りすることが、子供の人問に対する繋が りの感覚や生命へ の思
いや りを育み、子供は孤独感や他人への支配的な欲求を感 じな くても済むのではないかと思われる。統制
の高群 は低群 よりも、NP得点が有意に高 く(Figure4)、下位 尺度では 「生命感の喪失 ・絶望」、「機械 的支
配」 の得点が高か った(NP:F=0.55,pく0,01生命感の喪失 ・絶望:F=254,p〈0.01機械的支配:
F=0.00,pく0。05)。以上より、母親の厳 しく支配的な態度は、子供の人生に対す る態度 をネガテ ィヴな方
向に助長 し、他者 を支配する力へめ憧憬を強めることがわかった。母親が子供 に対 して何 かと干渉 した り、
規則や罰で拘束 した りする と、子供は人生 を楽 しむことを学ぶ ことな く、面 白みのない生活の中で次第に
生命感 を減退 させて しまうのか もしれない。そ して、自分 自身に向け られた支配を他者へ向けることによ
って、無力感から抜 け出そうとしているのか もしれない。
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◆父親の養育態度 との関係
情 緒的支持 の高群 は低群 よりも、BP得点が有意 に高 く、NP得点が低か った(BP:F=0.05,p<0.Ol
NP:F=0.83,p<0.05)。下位尺度ではBPの 「連帯感」の得点が高 く、NPの 「生命感の喪失 ・絶望」、「断絶
感」 の得 点が低 かった(連 帯感:F=0.02,p<0.01生命感 の喪 失 ・絶望:Fニ3.09,pく0.05断絶感:
F=0.70,p<0.05)。つま り、父親が子供 に対 して優 しく耳 を傾 ける態度で接することが、人生 に対す る絶
望感 を弱め、逆に子供の人との繋が りの感覚 を強めて、子供の心 を支 えるものとなっているのであ ろう。
統制の高群は低群 よりも、NP得点が有意 に高 く、下位尺度では 「生命感 の喪失 ・絶望」、「機械 的支配」
の得点が高かった(NP:F=0,40,p<0。Ol生命感の喪失 ・絶望:F』1.76,p<0.05機械的支配:F=1,32,
p<0.05)。母親の場合 と同様 に、父親 か ら規則や罰で支配 されてい る子供 は人生 を楽 しむことがで きず、
逆に人生が くだ らない ものに感 じられ、生 き生 きした感情を失って しまうと考 えられる。また、厳 しい態
度をとる父親に対 し、子供は意識的 ・無意識的に敵意を募 らせ、それが他者への支配欲 となって意識 され
るようになるのではないだろうか。
◆ まとめ
両親が子供の話 をよく聴いた り、子供 に一体感 を抱いていつ も子供のそばに居 たがった りすると、子供
は両親が 自分 を愛 してい ることを感 じ、人生 に希望 を持 ち、人 との繋が りを大切に思った り、他の生命 を
愛す ることを学んでゆ く。 しか し、逆に両親が規則や罰で子供 を縛 り、常に厳 しい態度で子供に接 してい
ると、子供は両親か ら愛 されているというより、攻撃を受けていると感 じる。その結果、その ような子供
は人生を悲観的に しか捉 えられな くな り、人の温かみを感 じることがで きず、孤独 と絶望感 を募 らせてゆ
くであろう。そ して、そういった子供 は両親及び他者に対 して敵意 を抱 くようになる。 また、支配 されて
いる無力感を克服する為 に、他者を支配する力に憧れて行 くか もしれない。そこか ら、他者を物体のよう
に自分 の思い通 りにしたいとい う欲求が大 きくなって行 くのではないだろうか。
5)バ イオ フィ リア ・ネ クロフ ィリア と 自傷 ・他 害 との 関係
BP・NPと自傷 ・他害 との関係 を検討す るため、全被験者をBP・NPとその6つの下位尺度の平均値でそ
れぞれ高群 と低群 に分別 し、 自傷欲求 ・自傷経験 ・他害欲求 ・他 害経験における平均値の差 をT検定で比
較 した。
まず、BP尺度 と自傷 ・他害 との関係 をみると、BP尺度 にお ける高群 は低群 よりも、自傷欲求、 自傷経
験、他害欲求において有意に得点が低 かった(自 傷欲求:F=7.74,p<0,01自傷経験:F=3.45,p<0.05
他害欲求:F=0.38,p〈0.05)(Figure5)。BPの下位尺度 別にみると、「生命感の充実 ・希望」 における高群
は低群 よりも、 自傷欲求得点が有意 に低かった(F=7.11,p<0.05)。また、「自然的共生」における高群 は
低群 よりも、他害経験得点が低 く(F=0.Ol,p<0.05)、重度 自傷経験 の得点が有意 に高かった(Fニ13.80,
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p<0.05)。この ことか ら、バイオフィラスな傾向の強い者はそうでない者 より、 自傷 ・他害の欲求が少な
く、それ らの経験 もしていないということがわかる。人生 を生 き生 きと楽 しみ、未来 に希望を持ち、他者
との心 の繋 が りを大切 にしている人間は、 自分や他者 を傷つける必要がない ということであろう。また、
他の生命への思いや りが強い者はそうでない者 よりも、重度の自傷行為の経験 をしていることが示 された。
彼 らは、 自分 自身を深 く傷つけた過去の経験によって生命の大切 さを考え直 し、他の生命 もまた大切 にす
るようになったのか もしれない。 また、たとえ他害欲求を抱いたとしても、他者の思いや りがそれを抑制
し、アグレッシ ョンの方向が自分 自身に置 き換わって、自傷に至った とも考 えられる。
次に、NP尺度 と自傷 ・他害 との関係 をみると、NP尺度における高群は低群 よりも、 自傷欲求、自傷経
験、他害欲求、他害経験において有意 に得点が高かった(自 傷欲求:F=20.79,p<0.01自傷経験:F=1.78,
pく0.01他害欲求:F=615,p<0.01他害経験:F=4.43,p<0.Ol)(Figure6)。NPの下位尺度別 にみる と、
「生命感の喪失 ・絶望」の高群 は低群 よりも、 自傷欲求、 自傷経験、他害欲求、他害経験の得点が有意 に
高 く(自 傷欲求:F=13.48,pく0.01自傷経験:F=2.65,p<0.01他害欲求:F=8.37,p〈0.Ol他害経験:
F=0.69,p<0.Ol)、「断絶感」における高群 は低群 よりも、自傷欲求、他害欲 求、他害経験の得点が有意 に
高かった(自 傷欲求:F=491,p〈0.Ol他害欲求:F=3.28,p〈0.01他害経験:F=4.74,p〈0.01)。また、
「機械的支配」 における高群 は低群 よりも、 自傷欲求、 自傷経験、他害欲求、他害経験の得 点がそれぞれ
有意に高かった(自 傷欲求:F=5.19,p<0.Ol自傷経験:Fニ2.38,p<0.Ol他害欲求:F=18.00,p<0.Ol
他害経験:F=ll.78,p〈0.Ol)。す なわち、ネクロフィラスな傾向の高い者 はそうでない者 よりも、 自傷 ・
他害の欲求 を強 く抱 き、それらの経験 も多 くなることがわかった。人生に対する無力感や絶望、周囲から
の疎外感 を強 く感 じている人間は、その無力感や虚 しさを補償す る為 に世界や他者に対す る支配欲 を強化
させ、それを自傷 ・他害 によって達成 し、絶望や孤独 を埋め ようとしているのではないだろうか。つま り、
他者や社会 を攻撃 し、 自分の思い通 りにすることによって、自己の力 を示 し、 自分 を拒絶 した世界 に対 し
て復讐 しようとする試みが 「他害」 なのか もしれない。また、 自分 の無力感や孤独 を一時的にしろ紛 らわ
す為 に、自分自身を傷つけ、自己の身体や感覚 を自己のコン トロール下に置こうとする行為が 「自傷」な
のではないだろうか。
要す るに、自傷 ・他害は、 自分 を受け入れない世界 に対す るアグレッシ ョンのはけ口であると同時 に、
自己の無力感、絶望、孤独の恐怖から免れる為 に選ばれる手段 なのであろう。 しか し、実際はそのことに
よって自己の虚 しさから完全に解放 されるわけではな く、場合 によってはいっそ う虚 しさを強めることに
もなるであろう。なお、ネクロフィラスな傾向の強い者が 自傷 ・他害 に走 らない ようにす るには、バ イオ
フィラスな傾向を育てることが重要であると思 われる。その為、彼を暖か く受 け入れ、再 び世界や人 間に
対する信頼感 を取 り戻 させ て くれる ような他者の存在や、生 きることの意味が感 じられるような対象 を見
出す ことが必要 となって くるであろう。
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6)自傷 ・他害欲求及び自傷 ・他害経験によるグループ比較
被験者を自傷経験と他害経験の平均値で分け、自
傷・他 害ともに得点の高 い群(両 高群)、自傷が高 く
他害 の低 い群(自 高他低群)、 自傷が低 く他害の高
い群(自 低他高群)、自傷 ・他害 ともに得点の低い群
(両低群)の4つ のグループを作った。そ して、EICA
の下位尺度 とBP・NP尺度及 びそ の下位尺度につい
て、 自高他低群 と自低他高群の平均値 の差 をT検定
で比較 した。その結果、自高他低群の方が 自低他 高
群 よ りも、自然的共生の得点が有意に高 く、機械的
支配の得点が有意 に低か った(自 然的共生:Fニ1.90,
p<0.05機械的支配F=1.24,p<0.Ol)(Figure7)。自
傷経験の多い者は、他の生命 に対 する思いや りが強
く、 アグ レッションを感 じた として も直接他者へ向
けられず、代 わ りに自分 自身 を傷 つけるものと思わ
れる。そ ういった者は他者 を感情 を持つ人間と して
思いやってい るので、無生物の ように他者 を支配 し
たい とい う欲求を持つ ことも少ないのであろう。逆
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Figure7自傷経験 ・他害経験の高低 と
自然的共生 ・機械的支配との関係
に、自傷経験が少 な く他害経験の多い者は他者を無機 質な物体の ように扱いたいという願望 を持 ってお り、
生命や人 に対する思いや りに欠けている。その思いや りの無 さこそ、他者を傷つける傾向を助長 している
のではないだろうか。
6.お わ りに
本研究の結果からは、両親の情愛の有無が子供の心 に与える影響が非常に大 きい とい うこと、養育者の
情愛の欠如 によって現在 の自傷 ・他害 という深刻 な事態が生 じてい ることが予測 される。 したがって、す
で に自傷 ・他害の傾 向を強めているクライエ ン トに遭遇 した際は、セラピス トは母性的な暖かさで もって
接 し、統制的な態度 を極力控えるという面接のあ り方が望ま しいのではないか と推察で きる。セラピス ト
が部分的に親の代理 を果たし、クライエ ン トの欲求 を満足させるよう努めることもあるか もしれない。い
ずれにしても、自傷 ・他害のクライエン トとの面接 においては、その問題が情愛の欠如 にあり、その絆 を
どうやって取 り戻 してゆ くが重要な問題 となって くるであろう。本研究では、両親の養育態度 とネクロフ
ィリアに焦点 を当て、 自傷 ・他害 との関連 を論 じて きた。現段階では、 自傷 ・他害の治癒に有効であると
思われるバイオフィリアの概念や、バイオフィラスな傾向を促進す るもの、すなわち生命 に対す る 「情愛」
を育む要 因につい て関心 を寄せつつある。 また、今後は臨床の場 における自傷 ・他害の事例 を取 り上 げ、
治療的な関わ りについて研究 してい きたいと考 えている。
<注>
1)近年では 「精神薄弱」という言葉は用いられず、「知的障害」という言葉が用いられる。
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AStudyofTheDesiresandExpe㎡encesofWolmding
OneselforOthers.
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Thepurposeofthispaperistoexaminethefbmlative.pr㏄essofwoundingoneselforothersfbcusingona
parenレchildrelationshipandapsychologicalfactors.Altoughselfi取luredandwoundingothersarequitedeff¢rentin
thedirection,bothofthemhavemuchincommon,soitisest㎞atedthatthepowerofdeathagainstlif¢isoperating
behindsuchaphenomenon.Ipaidattentiontoconcepts,「「Biophilia"and「Necrophilia「'proposedbyE.Fmmm(1965),
andImadeasca葦eof"BiophilialNecrophilia(BPlNP)"onthebasisofhisdescription.Iexaminedthecorrelation
amongBP!NP,aparent-childrelationship,woundingoneselforothersusingaquestionnairesurbey。Asaresult,I
fbundoutapositivecorrelationbetweenself-i可uredandwoundingothers,soitisassumedthattheyexistatthesame
time.Whenparents'emotionalsuppo丘isweakandtheircontrohsstrong,itisfbundthaUhereissomepossibility
thatchildepeゴstendencytonecrophiliagrowspowe血1andtheyare1皿(e】ytowoundthemselvesorothers。Onthe
otherhand,itisprovedthatparents'emotlonalsupportbringsouttheirchildren'stendencytobiophiliaandsuch
childrenhaldlywoundthemselvesandothers.Fromtheabove,clinically,itissuggestedthatamotherlycarewhich
allowsclientstofeelemotionalsupportandwarmthiseffbctiveinthetreatmentofwoundingoneselforothers.
